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学会学術誌 Circulation Journal 完全オンライン化移行のお知らせ 

（紙冊子体 発行終了のお知らせ） 

 

拝啓 先生方におかれましては、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

 さて当会の学術誌 Circulation Journal は、1935 年 4 月「日本循環器学」の創刊か

ら数え、本年で 83 年目を迎えました。これまで他学会に先駆け、論文の英語化や国内

外の公立図書館・大学附属図書館などへの寄贈、またオンライン論文アーカイブMedline

掲載による PubMed への公開等の取り組みを行い、現在に至るまでアジア地域を代表す

る循環器関連国際学術誌としてリードしてきました。 

 従前の Circulation Journal 紙冊子体につきましては、印刷費・製本費・送料などが

膨大になり、収入である論文掲載料、広告収入や 2次利用料を補完しても、長期に渡り

赤字採算が続いておりました。このため 2 年前から、紙冊子体につきましては、希望者

のみの配布（年間購読料 4000 円）と変更させて頂いたところですが、予想に比し紙冊

子体の希望者が 300 名程度と極端に少ない状況でした。このため、先の理事会にて

Circulation Journal 誌の完全オンライン化が討議され、承認されました。従いまして

Vol. 83-12 号 (2019 年 11 月 25 日発行)をもちまして、紙冊子体の作成と発行を終了と

させて戴き、創刊 84 年目を迎える Vol. 84-1 号から完全オンライン化に移行すること

と致しました。Vol. 84-1 号（2019 年 12 月 25 日発行）からは、これまでと同様に、国

立研究開発法人科学技術振興機構 (JST) が構築したプラットフォーム J-stage（科学

技 術 情 報 発 信 ・ 流 通 総 合 シ ス テ ム ） 内 に て 無 料 公 開 を 致 し ま す

（https://www.jstage.jst.go.jp/browse/circj）。 

 長年紙冊子体を愛読戴いております先生方には、御不便をお掛けする事になりますが、

なにとぞご理解いただき、今後とも引続き Circulation Journal への御愛顧を戴きたく

切にお願い申し上げます。 
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